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 要  旨 
近年、無線通信における周波数資源の枯渇が問題となっている。これは、日本だけではなく、世
界中で周波数スペクトルが法律により利用周波数帯を各システムに固定割り当てしているため、
異なるシステム間で柔軟な周波数利用が成されておらず、周波数スペクトルの利用効率が低い。
そこで、すでに特定のシステム（プライマリユーザ）の利用ために割り当てられている周波数帯
をそのシステムが使用していないときにだけ他のシステムが 2 次的に利用することで周波数利用
率を向上させる無線システムが考えられている。この無線システムはコグニティブ無線（Cognitive 
Radio）と呼ばれ、周波数枯渇問題を抜本的に解決する手法として世界中の研究者達に注目され研
究されている。コグニティブ無線は、プライマリユーザの周波数帯を用いて 2 次的に自身の無線
通信に利用しようとするシステム（セカンダリユーザ）が自律的に周囲の無線環境を認知
（Cognitive）し、無線パラメータを適応させ、実行するところから由来する。またコグニティブ
無線では、プライマリユーザが優先されるため、セカンダリユーザがプライマリユーザに有害な
影響を与えないという条件の下で無線環境の認知等を行わなければならない。このため、セカン
ダリユーザは正確に周囲の無線環境を認知し、プライマリユーザの周波数使用状況を正しく判断
するための技術が必要となる。現在、もっとも有効であり現実的な手法として、協調センシング
が注目され、多くの研究がおこなわれている。協調センシングとは、複数のセカンダリユーザが
存在している環境で、セカンダリユーザが行った周波数センシング結果を 1 端末（マスターノー
ド）に集め、周囲の無線環境を判断し、無線環境で問題となるシャドウィング等の影響を軽減さ
せて無線環境を正確に判断するセンシング方法である。これまでの協調センシングの研究では複
数のセンシング情報をマスターノードで判断する手法についての研究であった。しかし、このよ
うな研究では情報を集める方法について言及されておらず、判断に必要な情報が集められたと仮
定した状態での研究内容であった。そこで、筆者は卒業論文にて新規の技術として実際に情報を
集めるための OFDM 信号に基づく情報交換手法(Orthogonal Frequency using Sensing Information 
Gathering Method : OF-SIG Method)について提案を行った。本論文ではこれを受け、OF-SIG 手法を
用いた場合、プライマリシステムの周波数帯を用いたセンシング情報伝送を前提とした電力制御
を行い、プライマリシステムの要求 SIR を満たす送信電力決定の評価を行う。セカンダリユーザ
がセンシング情報を伝送する際に自身が行ったセンシング(単独センシング)結果を基にセンシン
グ情報をマスターノードへ伝送するか否かを判断するものとする。 
 周辺のセカンダリノードは各セカンダリノードで検出されたプライマリユーザの受信電力をも
とに狭帯域信号のサブキャリア番号を選択し、選択したサブキャリア番号を用いて必要な情報を
マスターノードへ送信する。狭帯域信号を受信したマスターノードでは、サブキャリア番号をも
とに一括して各端末の検出受信電力を判断することができる。本論文では、提案手法である
OF-SIG 手法を用いることにより、パケットによる情報伝送よりも電力制御により協調センシング
範囲を拡大することができること、また単独センシングの結果を情報伝送の判断に用いた時の送
信電力決定アルゴリズムについて示す。 
 
